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六
〇

「
人
類
学
的
思
考
」
と
、「
東
洋
／
日
本
哲
学
」
と
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斬
り
結
び
の
可
能
性
に
む
け
て

―
―
テ
ィ
ム
・
イ
ン
ゴ
ル
ド 

　
　
『
生
き
て
い
る
こ
と　

動
く
、
知
る
、
記
述
す
る
』 

　
　
（
柴
田
崇
／
野
中
哲
士
／
佐
古
仁
志
／
原
島
大
輔
／
青
山
慶
／ 

　
　

柳
澤
田
実
訳
、
左
右
社
、
二
〇
二
一
年
十
一
月
十
日
刊
） 

　
　

を
出
発
点
に

稲

賀

繁

美

　

原
著Being Alive

は
二
〇
一
一
年
刊
。
当
時
著
者
イ
ン
ゴ
ル
ドTim

 Ingold

は
六
三
歳
。
現
在
の
評
者
と
ほ
ぼ
同
年
齢
で
あ
る
。
そ

の
た
め
評
者
は
十
年
の
遅
延
を
伴
い
つ
つ
、
異
な
る
専
門
分
野
に
属
し
、
違
っ
た
道
程
を
辿
り
な
が
ら
も
、
な
ぜ
か
き
わ
め
て
近
い
思
考

を
紡
い
で
き
た
著
者
の
航
跡
を
後
追
い
す
る
、
希
有
な
体
験
を
得
た
。
冒
頭
よ
り
私
事
に
わ
た
り
恐
縮
だ
が
、
本
書
評
の
性
格
に
関
わ
る

た
め
一
言
注
記
す
る
。
本
稿
で
は
、
和
訳
で
六
百
頁
近
い
本
書
全
体
に
言
及
す
る
こ
と
は
放
棄
し
、
評
者
と
の
接
点
と
、
そ
れ
ゆ
え
の
違

和
感
と
に
的
を
絞
り
つ
つ
、
本
書
の
扱
う
話
題
と
思
索
と
に
私
見
を
交
え
て
考
察
を
進
め
た
い
。



六
一

 「
人
類
学
的
思
考
」
と
、「
東
洋
／
日
本
哲
学
」
と
の
斬
り
結
び
の
可
能
性
に
む
け
て
　〔
稲
賀
〕

一

最
初
に
筆
者
と
交
錯
す
る
論
点
を
列
挙
し
て
お
こ
う
。
第
一
部
は
「
地
面
を
切
り
拓
く
」
と
題
さ
れ
る
が
、
手
や
腕
に
よ
る
世
界
操

作
で
は
な
く
「
足
」
に
よ
る
知
覚
世
界
を
「
歩
く
」
意
味
が
問
わ
れ
る
。
対
す
る
に
評
者
は
、『
接
触
造
形
論
』
に
お
い
て
、
素
足
で
の

武
術
の
稽
古
に
つ
い
て
考
察
を
巡
ら
せ
て
き
た
。
第
二
部「
メ
ッ
シ
ュ
ワ
ー
ク
」。
評
者
も
日
本
語
で
は「
蜘
蛛
の
巣
」と
呼
ば
れ
る
ウ
ェ
ッ

ブ
に
生
き
る
蜘
蛛
の
生
態
を
暗
喩
と
し
て
情
報
科
学
の
常
識
を
問
い
直
す
共
同
研
究
を
進
め
つ
つ
あ
る
。
流
行
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ジ
ェ

ルA
lfred G

ell

のagency

理
論
や
ブ
リ
ュ
ノ
・
ラ
ト
ゥ
ー
ルB

runo Latour

ら
のactor-netw

ork

理
論
に
本
質
的
な
疑
念
を
抱
き
、

華
厳
教
学
の
因
陀
羅
網
に
頼
っ
て
、
ナ
ム
・
ジ
ュ
ン
・
パ
イ
クN

am
-jun Paik

を
含
む
現
代
藝
術
の
一
群
の
創
作
を
分
析
し
て
き
た
評

者
と
し
て
は
、
著
者
のm

esh

論
は
無
視
で
き
な
い
）
1
（

。
第
三
部
「
大
地
と
天
空
」。
こ
こ
で
凧
あ
げ
の
意
味
が
問
わ
れ
る
。
評
者
も
ま

た
従
来
の
認
識
主
体
と
対
象
物
と
の
区
別
に
立
脚
す
る
観
察
方
法
へ
の
抜
本
的
な
問
い
直
し
の
き
っ
か
け
と
し
て
「
和
凧
」
に
関
す
る
国

際
会
議
に
関
与
し
て
き
た
）
2
（

。
さ
ら
に
そ
の
延
長
上
で
、「
稽
古
」
に
お
け
る
身
体
接
触
を
通
じ
た
伝
授
に
注
目
し
、
能
動
と
受
動
と
の

区
別
を
超
え
た
、
い
わ
ば
中
動
態
的
な
相
互
作
用
に
、
従
来
の
情
報
理
論
の
致
命
的
盲
点
を
指
摘
し
て
き
た
）
3
（

。
第
四
部
「
物
語
ら
れ
た

世
界
」。
こ
こ
で
は
直
接
体
験
・
観
察
行
為
・
そ
の
記
述
と
い
う
古
典
的
な
位
相
差
に
疑
義
が
呈
さ
れ
る
。
こ
れ
は
西
ア
フ
リ
カ
の
神
話

的
世
界
の
学
術
的
扱
い
に
疑
念
を
抱
い
て
き
た
評
者
に
と
っ
て
も
、
切
実
な
方
法
論
的
問
い
だ
っ
た
）
4
（

。
口
頭
伝
承
を
文
字
記
述
に
回
収

す
る
編
集
作
業
は
、
神
話
の
生
態
を
裏
切
り
、
生
き
た
語
り
を
死
体
へ
と
屠
殺
す
る
。
こ
こ
で
学
術
業
績
は
遺
体
処
理
の
墓
地
管
理
業
に

酷
似
し
た
醜
態
を
晒
す
。
そ
れ
を
受
け
た
第
五
部
は
、
前
著
「
ラ
イ
ン
ズ
」
と
も
輻
輳
し
つ
つ
「
線
描
」
の
生
態
に
迫
る
。
こ
こ
で
筆
者

が
言
及
す
る
東
洋
の
「
書
」
に
関
し
て
は
、
評
者
も
、
お
そ
ら
く
偶
然
に
は
留
ま
ら
ぬ
事
情
か
ら
、
ノ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
イ
ソ
ンN

orm
an 
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六
二

B
ryson

や
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
エ
ル
キ
ン
スJam

es Elkins

と
い
っ
た
、
著
者
の
取
り
上
げ
る
数
人
の
論
敵
と
も
密
接
な
交
友
が
あ
り
）
5
（

、

彼
ら
と
の
対
峙
の
中
で
水
墨
画
の
筆
遣
い
や
）
6
（

、
織
物
と
し
て
のtext

の
生
成
に
、
美
学
的
あ
る
い
は
現
象
学
的
な
考
察
を
加
え
て
き

た
）
7
（

。
事
は
漢
語
の
「
道
」
の
洞
察
に
至
る
が
、
原
著
者
は
、
矢
代
幸
雄
が
特
筆
し
た
荊
浩
の
『
筆
法
記
』
に
言
及
す
る
一
方
で
「
世

界
内
存
在
」In-der-W

elt-Sein, being-in-the-w
orld

（
三
七
七
）
と
い
う
天
心
・
岡
倉
覚
三
経
由
で
ハ
イ
デ
ガ
ーM

artin H
eidegger

も
考
察
し
た
概
念
に
ま
で
接
近
し
て
い
る
。
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
る
「
道
」W

eg

お
よ
び
、
過
程
と
し
て
の
「
道
行
」in the passage

に
つ
い
て
も
、
評
者
は
国
際
的
な
学
会
の
場
で
、
す
で
に
複
数
の
見
解
表
明
を
な
し
て
い
る
）
8
（

。

二

　

以
上
の
見
取
り
図
を
前
提
と
し
て
、
以
下
、
著
者
の
見
解
と
評
者
の
そ
れ
と
撚
り
合
わ
せ
た
い
。
そ
れ
は
糸
を
紡
ぐ
営
み
で
あ
り
、
そ

こ
に
はnetw

ork

で
は
な
くm

esh

を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
い
。
網netw

ork

が
そ
の
「
節
」nod

を
い
わ
ば
前
提
の
主
体
と
し
て
関
係

を
組
み
上
げ
る
の
に
対
し
、
む
し
ろ
組
み
上
げ
ら
れ
た
編
み
目m

esh

の
う
え
に
座
を
占
め
る
の
が
、
因
陀
羅
網
の
比
喩
だ
ろ
う
。
蜘
蛛

の
巣
の
上
に
朝
露
が
結
ぼ
れ
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
露
に
は
他
の
露
た
ち
の
姿
が
写
り
込
み
、
ひ
と
つ
の
水
滴
の
姿
は
、
他
の
す
べ
て
の
水

滴
の
表
面
に
微
細
な
映
像
を
投
射
し
て
い
る
）
9
（

。A
gency

やactor

を
前
提
と
す
る
立
論
で
は
な
く
、
関
係
の
錯
綜
の
う
ち
に
、
主
体

は
あ
く
ま
で
事
後
的
に
、
そ
の
関
係
項
か
ら
な
るm

esh

の
環
境
条
件
に
適
合
し
た
形
象
と
し
て
析
出
す
る
。
こ
の
発
想
の
転
換
は
、
個

人
の
尊
厳
を
出
発
点
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
を
引
き
ず
る
西
側
世
界
で
は
、
未
だ
に
容
易
に
は
受
け
入
れ
な
い
。
評
者
は
こ
の
困
難

を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
気
象
学
的
構
想
力
を
提
唱
し
て
き
た
。
台
風
ひ
と
つ
見
て
も
、
上
昇
気
流
の
巨
大
な
渦
巻
の
発
生
が
台
風
の
目

を
空
洞
と
し
て
形
成
す
る
。
そ
れ
は
初
期
の
ジ
ョ
ル
ジ
ォ
・
ア
ガ
ン
ベ
ンG

iorgio A
gam

ben

が
処
女
作
『
中
身
の
な
い
人
間
』
で
ヘ
ー



六
三

 「
人
類
学
的
思
考
」
と
、「
東
洋
／
日
本
哲
学
」
と
の
斬
り
結
び
の
可
能
性
に
む
け
て
　〔
稲
賀
〕

ゲ
ルG

.W
.F. H

egel

を
読
み
替
え
つ
つ
提
起
し
た
藝
術
創
造
の
主
体
像
に
酷
似
し
て
い
る
。
さ
ら
に
地
殻
変
動
に
感
応
す
る
地
学
的
想

像
力
を
評
者
も
提
唱
し
て
き
た
）
10
（

。

　

著
者
は
ア
ラ
ス
カ
の
民
コ
ユ
コ
ン
や
、
南
ア
フ
リ
カ
の
民
コ
イ
サ
ン
が
風
に
意
識
を
注
ぎ
「
気
象
世
界
」
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
、
ハ

イ
デ
ガ
ー
を
受
け
て
、「
気
象
す
る
」w

eathering

と
表
現
す
る
（
二
九
一
）。
か
れ
ら
の
住
居
は
流
通
を
招
じ
入
れ
る
「
空
隙
」
あ
る
い

は
記
載
を
乗
せ
る
「
空
欄
」
で
な
け
れ
ば
な
い
。
評
者
な
ら
ず
と
も
海
上
を
帆
走
す
る
帆
船
を
連
想
す
る
だ
ろ
う
が
、風
上
に
向
か
う
「
間

切
り
」
を
含
め
、
一
見
気
ま
ぐ
れ
な
帆
走
の
航
跡
は
、
風
向
き
を
始
め
と
し
た
気
象
条
件
を
満
た
し
、
そ
れ
と
一
体
と
な
る
こ
と
で
描
か

れ
る
軌
跡
で
あ
り
、「
風
待
ち
」
は
「
日
和
見
」
だ
が
、
そ
こ
に
は
天
候
を
予
見
す
る
経
験
知
が
不
可
欠
で
あ
る
。
風
の
体
験
は
音
に
結

び
つ
く
が
、soundscape

はlandscape

と
い
う
視
覚
に
よ
る
領
略
を
転
用
し
た
比
喩
と
し
て
、
筆
者
は
こ
れ
を
退
け
る
。
コ
ユ
コ
ン
に

は
暖
気
・
冷
気
の
皮
膚
感
覚
、
コ
イ
サ
ン
に
は
風
の
運
ん
で
く
る
様
々
な
臭
気
が
大
切
だ
ろ
う
が
、
視
覚
の
隠
喩
は
こ
れ
ら
を
見
捨
て
て

し
ま
う
。

　

著
者
は
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズG

illes D
eleuze

の
条
理
空
間
／
平
滑
空
間
の
対
比
を
援
用
す
る（
三
一
五
）。
こ
の
議
論
の
前
提
と
し
て
、

し
ば
し
ば
見
落
と
さ
れ
る
の
で
補
っ
て
お
け
ば
、
解
剖
学
用
語
で
は
条
理strié

は
横
紋
筋
、
平
滑lisse

は
平
滑
筋
を
意
味
し
、
前
者
は

骨
格
筋
で
随
意
運
動
に
応
じ
、
後
者
は
内
蔵
筋
で
自
律
神
経
系
の
支
配
下
に
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
は
、
前
者
を
意
識
あ
る
い
は
定

住
者
、
後
者
を
無
意
識
あ
る
い
は
遊
牧
民
へ
と
結
び
つ
け
て
い
る
。
イ
ン
ゴ
ル
ド
は
、
固
定
し
た
分
類
枠
に
種
別
を
登
記
す
る
型
の
分
類

学
的
思
考
・
系
統
発
生
学
的
な
モ
デ
ル
を
な
す
「
条
理
空
間
」
の
傍
ら
に
、
そ
れ
に
は
馴
染
ま
な
い
浮
遊
性
の
生
命
を
「
平
滑
空
間
」
に

位
置
づ
け
る
。
固
定
し
た
属
性
や
同
一
性
に
よ
っ
て
括
ら
れ
管
理
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
こ
れ
ら
の
生
命
の
生
息
地
は
、
所
有
権
が
不
明
な

限
り
で
、「
無
主
地
」（
三
九
二
）
呼
ば
れ
る
が
、こ
れ
は
「
海
賊
行
為
」
を
軸
に
世
界
文
化
史
を
再
考
し
た
評
者
な
り
に
言
い
換
え
れ
ば
「
海

賊
」「
山
賊
」
な
い
し
は
お
好
み
な
ら
「
馬
賊
」
の
出
没
す
る
海
域
あ
る
い
は
土
地
で
あ
る
）
11
（

。
前
者
が
「
名
詞
」
的
存
在
な
ら
ば
、
後
者
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史
研
究
　
第
十
九
号

六
四

は
「
動
詞
」
的
（
四
一
二
）、
前
者
が
「
活
字
」
な
ら
後
者
は
「
線
描
」、
前
者
が
「
音
程
」
な
ら
後
者
は
「
声
」（
四
四
四
）
と
、
イ
ン
ゴ

ル
ド
は
議
論
を
横
滑
り
に
「
平
滑
」
さ
せ
て
ゆ
く
。

　

同
様
の
二
項
対
立
が
、
完
成
し
た
「
油
彩
画
」
と
線
に
よ
る
「
素
描
」
に
も
適
用
さ
れ
る
（
第
十
六
章
「
精
神
の
歩
き
方
」）。
こ
こ

で
著
者
は
西
洋
中
世
の
修
道
院
の
記
憶
術
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
絵
画
の
み
な
ら
ず
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ーW

. K
an-

dinsky

の
画
論
、
さ
ら
に
は
荊
浩
に
帰
さ
れ
五
代
か
ら
宋
代
に
成
っ
た
『
筆
法
記
』
に
ま
で
縦
横
に
結
び
つ
け
る
。
評
者
は
華
厳
教
学

を
導
き
と
し
て
同
様
の
試
み
を
現
代
美
術
論
に
お
い
て
試
み
た
が
、
英
語
圏
の
査
読
者
か
ら
は
理
論
的
な
根
拠
に
欠
け
る
連
想
に
す
ぎ
な

い
、
と
し
て
何
度
も
掲
載
を
拒
絶
さ
れ
た
体
験
が
あ
る
だ
け
に
、
こ
の
章
は
と
り
わ
け
興
味
深
い
）
12
（

。
評
者
の
議
論
に
強
引
に
引
き
つ
け

る
な
ら
ば
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
表
面
の
形
態
的
相
似
の
底
に
は
心
的
な
深
層
が
隠
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
聖
書
の
想
起
で
あ
っ
た
り
、

祖
先
の
記
憶
で
あ
っ
た
り
、
夢
の
形
象
で
あ
っ
た
り
も
し
て
、「
精
神
の
眼
」
に
拓
か
れ
る
世
界
、
魂
に
触
れ
る
次
元
で
あ
る
。
荊
浩
は

絵
画
に
「
精
神
、
共
鳴
、
思
考
、
主
題
、
筆
、
墨
」
の
「
六
要
」
を
指
摘
す
る
（
オ
ズ
ヴ
ァ
ル
ド
・
シ
レ
ンO

.Sirén

訳
：
四
七
八
）。

原
語
漢
文
で
は
「
気
、
韻
、
思
、
景
、
筆
、
墨
」
で
あ
り
、
最
初
の
「
気
韻
」
は
、
一
般
に
は
「
気
韻
生
動
」
と
し
て
も
知
ら
れ
る
が
、

そ
の
内
実
や
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
は
、
煩
を
厭
っ
て
、
い
ま
は
措
く
）
13
（

。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
で
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
淵
源
す
る
「
形
相
」
と
「
質
量
」
と
の
対
比
、
頭
脳
に
宿
っ
た
イ
デ
ア
を
物
質
に
型

押
し
す
る
と
い
う
、
西
側
世
界
で
の
伝
統
的
な
発
想
と
は
異
質
な
思
考
が
躍
動
し
て
い
る
点
に
、
著
者
の
関
心
は
向
け
ら
れ
る
。
こ
の
文

脈
で
筆
者
が
ヴ
ィ
レ
ム
・
フ
ル
ッ
サ
ーV

ilém
 Flusser

に
注
目
し
て
い
る
こ
と
も
、
評
者
に
は
納
得
が
ゆ
く
。
フ
ル
ッ
サ
ー
は
そ
の
特

異
な
デ
ザ
イ
ン
論
で
、
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
か
ら
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
主
義
に
支
配
さ
れ
た
、
こ
う
し
た
思
考
法
に
根
源
的
な
疑
念
を
投
げ
か
け

て
い
た
か
ら
で
あ
る
）
14
（

。
ま
た
そ
こ
に
は
素
材
の
癖
に
寄
り
添
う
「
工
藝
」
的
思
考
の
横
溢
す
る
こ
と
を
、著
者
は
見
逃
さ
な
い
（
四
八
五

―
七
）
）
15
（

。
こ
こ
で
著
者
は
「
観
念
は
結
晶
構
造
を
持
ち
、
現
実
は
液
体
で
あ
る
」
と
の
言
葉
を
現
代
の
建
築
書
か
ら
引
く
。
建
築
が
理



六
五

 「
人
類
学
的
思
考
」
と
、「
東
洋
／
日
本
哲
学
」
と
の
斬
り
結
び
の
可
能
性
に
む
け
て
　〔
稲
賀
〕

念
と
い
う
容
器
な
ら
ば
、
そ
こ
に
住
ま
う
こ
と
が
現
実
だ
ろ
う
。
イ
ン
ゴ
ル
ド
は
引
か
な
い
が
、「
暗
黙
知
」
を
提
唱
す
る
マ
イ
ケ
ル
・

ポ
ラ
ン
ニ
ーM

ichael Polanyi

な
らindw

elling

と
呼
ん
だ
現
象
で
も
あ
り
、
こ
れ
を
評
者
は
「
棲
み
込
み
」
と
訳
し
て
き
た
）
16
（

。
さ

ら
に
我
田
引
水
と
な
る
が
、
こ
の
「
結
晶
」
と
「
液
体
」
と
の
相
互
関
係
を
理
解
す
る
に
は
、
本
邦
の
真
言
宗
開
祖
・
空
海
が
練
り
上
げ

た
両
界
曼
荼
羅
の
世
界
観
が
有
効
だ
ろ
う
。
金
剛
界
曼
荼
羅
は
多
く
の
透
明
な
結
晶
が
ク
ウ
ォ
ー
ツ
の
よ
う
に
一
定
の
周
波
で
微
細
に
振

動
し
て
い
る
水
晶
的
世
界
。
そ
れ
と
対
を
な
す
胎
蔵
界
曼
荼
羅
は
、
阿
頼
耶
識
と
呼
ば
れ
る
意
識
の
流
れ
の
世
界
、
液
状
に
流
転
し
、
刹

那
滅
を
繰
り
返
す
。
そ
し
て
両
者
は
メ
ビ
ウ
ス
の
帯
の
よ
う
に
表
裏
を
な
し
て
相
互
に
転
換
を
や
め
な
い
。
両
界
は
不
同
な
が
ら
不
二
で

あ
り
、
密
教
の
修
法
が
実
践
的
に
教
え
る
よ
う
に
、
相
互
に
障
碍
は
な
く
、
ま
た
こ
こ
で
は
因
果
を
越
え
た
縁
起
が
現
象
間
を
結
び
つ
け

る
ゆ
え
に
、
時
間
軸
に
沿
っ
た
因
果
関
係
も
、
も
は
や
絶
対
で
は
な
い
。
華
厳
教
学
は
、
因
果
や
主
客
、
過
去
現
在
未
来
の
通
念
か
ら
の

脱
却
を
図
る
の
だ
か
ら
）
17
（

。

　

話
題
が
こ
こ
ま
で
く
れ
ば
、
も
は
や
「
旧
来
の
因
果
の
言
語
」（
四
九
〇
）
で
は
対
処
で
き
な
い
。
こ
の
文
脈
で
、
イ
ン
ゴ
ル
ド
は
ド
ゥ

ル
ー
ズ
と
ガ
ダ
リ
の
『
千
の
高
原
』
を
手
が
か
り
に
、
奇
し
く
も
凧
揚
げ
の
話
題
を
持
ち
出
す
（
四
九
一
―
三
）。
凧
は
地
上
の
操
作
手

が
操
作
し
て
空
中
を
舞
う
わ
け
で
は
な
い
。
空
気
の
流
動
に
よ
っ
て
賦
活
さ
れ
る
凧
は
、
凧
と
操
作
手
と
を
結
ぶ
糸
か
ら
は
「
逃
走
」
す

る
方
向
に
舞
い
、
独
自
の
旋
律
を
航
跡
に
残
し
つ
つ
揺
蕩
う
。
そ
れ
は
操
作
手
が
主
体
と
な
っ
て
作
り
出
す
軌
跡
で
は
な
い
線
描
を
絶
え

間
な
く
創
出
し
て
ゆ
く
。
凧
は
複
数
の
変
数
の
相
乗
か
ら
な
る
連
続
的
な
変
化
に
身
を
任
せ
て
巡
行
し
、
操
作
手
は
そ
の
状
況
に
即
応
し

て
絶
え
間
な
い
微
調
整
を
要
求
さ
れ
る
。
そ
れ
が
サ
ー
フ
ィ
ン
に
お
け
る
身
の
こ
な
し
や
帆
走
す
る
ヨ
ッ
ト
の
操
船
に
似
た
行
で
あ
る
こ

と
も
、
こ
こ
ま
で
く
れ
ば
明
ら
か
だ
ろ
う
）
18
（

。

　

果
た
し
て
此
処
で
な
さ
れ
る
操
作
は
パ
ー
スC

.S. Peirce

の
い
う
意
味
の
「
仮
説
的
推
論
」abduction

な
の
か
、あ
る
い
は
「
即
興
」

im
provisation

な
の
か
（
四
九
五
）。
イ
ン
ゴ
ル
ド
は
両
者
を
「
縒
り
合
わ
す
」
糸
を
語
る
が
、
こ
れ
が
本
書
最
後
の
第
五
部
で
「
線
を
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束
ね
る
」
行
為
と
し
て
の
「
記
述
」
へ
と
「
撚
り
合
」
わ
さ
れ
る
。
撚
り
糸
や
織
物
の
比
喩
は
、
織
り
つ
つ
織
り
込
ま
れ
る
相
互
作
用
の

直
喩
と
な
る
。
こ
こ
で
、
現
場
に
参
画
す
る
「
行
為
」
か
ら
「
観
察
」
さ
ら
に
は
「
記
述
」
の
三
つ
巴
が
問
題
と
な
る
。
た
だ
し
こ
れ
に

続
く
行
文
で
は
、
著
者
が
映
像
人
類
学
や
視
覚
文
化
論
を
論
敵
と
し
て
議
論
を
す
す
め
る
た
め
、
行
文
に
は
錯
綜
が
顕
著
と
な
る
。
可
能

な
範
囲
で
整
理
し
よ
う
。
人
類
学
者
が
フ
ィ
ー
ル
ド
で
採
取
す
る
口
頭
伝
承
の
神
話
は
、
じ
っ
さ
い
に
は
語
り
の
度
に
、
聴
衆
の
求
め
と

も
相
関
し
て
微
妙
に
変
異
す
る
。
そ
れ
を
活
字
に
よ
る
決
定
版
へ
と
洗
練
し
て
印
行
す
る
の
が
、
か
つ
て
は
文
化
人
類
学
者
の
使
命
だ
っ

た
。
口
頭
の
語
り
が
連
綿
と
続
く
線
条
な
ら
ば
、
活
字
へ
の
分
節
は
、
聞
き
手
か
ら
の
分
離
を
意
味
す
る
。
手
書
き
の
手
稿
が
キ
ー
ボ
ー

ド
の
鍵
盤
に
よ
っ
て
タ
イ
プ
さ
れ
る
段
階
で
、
手
仕
事
の
痕
跡
は
消
去
さ
れ
る
。
文
字
に
よ
る
分
節
は
、
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
の

電
子
機
器
の
技
術
革
新
に
よ
り
、「
他
者
性
」
へ
の
乖
離
を
さ
ら
に
促
進
す
る
）
19
（

。

　

原
初
の
「
共
在
性
」togatherness
（
五
〇
九
）
は
、
和
辻
哲
郎
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
対
抗
し
て
練
り
上
げ
たM

itsein

の
英
訳
で
も
あ

ろ
う
が
）
20
（

、
そ
れ
は
「
観
察
」
と
「
記
述
」
と
い
う
学
術
過
程
で
疎
外
さ
れ
て
ゆ
く
。
な
ぜ
な
ら
「
観
察
」
も
「
記
述
」
も
主
体
と
客
体

と
の
分
離
を
前
提
と
す
る
の
だ
か
ら
。
和
辻
の
「
共
在
」
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「
死
に
向
か
う
」「
時
間
内
存
在
」
に
対
抗
し
て
、
空
間
に

投
げ
出
さ
れ
た
現
存
在
に
注
目
し
、
個
人
と
個
人
の
「
間
柄
」
に
倫
理
の
基
礎
を
据
え
る
「
人
間
学
」
の
基
礎
を
な
す
概
念
だ
っ
た
。
さ

ら
に
い
え
ばM

itsein

の
環
境
か
ら
事
後
に
析
出
す
る
の
が
「
個
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
イ
ン
ゴ
ル
ド
の
言
う
メ
ッ
シ
ュ
の
絡
ま
り
に
生
じ

る
「
節
」
と
の
比
較
を
促
す
。
だ
が
同
時
に
、
和
辻
の
見
る
「
環
世
界
」U

m
w

elt

の
孕
む
環
境
学
的
な
生
態
学
的
空
間
性
に
対
し
て
イ

ン
ゴ
ル
ド
のlines

が
な
お
、
き
わ
め
て
切
り
詰
め
ら
れ
た
一
次
元
の
線
条
性
の
比
喩
に
傾
い
て
い
る
兆
候
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
―

両
者
は
と
も
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
参
照
し
た
ユ
ク
ス
キ
ュ
ルJakob von Ü

ksküll

の
議
論
に
依
拠
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
21
（

。

　

さ
ら
に
「
観
察
」
と
「
記
述
」
に
は
「
枠
付
け
」
―
―
特
定
の
座
標
軸
の
優
先
的
選
択
と
そ
れ
が
有
効
で
あ
る
範
囲
の
確
定
―
―
が
不

可
避
の
前
提
条
件
と
な
る
が
、
和
辻
と
同
時
代
人
の
鼓
常
良
が
同
じ
ド
イ
ツ
留
学
の
過
程
で
、
日
本
美
学
の
特
質
と
し
て
「
枠
な
し
性
」



六
七

 「
人
類
学
的
思
考
」
と
、「
東
洋
／
日
本
哲
学
」
と
の
斬
り
結
び
の
可
能
性
に
む
け
て
　〔
稲
賀
〕

R
ahem

enlosigkeit

を
唱
え
、
一
定
の
評
価
を
得
た
の
も
、
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
）
22
（

。
も
と
よ
り
東
洋
の
水
墨
に
よ
る
運
筆
は
補
筆
修
正

を
許
さ
な
い
―
―
少
な
く
と
も
通
念
と
し
て
は
。
こ
こ
で
、
上
塗
り
の
修
正
に
よ
る
「
仕
上
げ
」
を
求
め
る
西
洋
の
油
彩
画
と
の
本
質
的

な
違
い
を
見
出
す
ノ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
イ
ソ
ン
の
所
論
に
、
イ
ン
ゴ
ル
ド
は
着
目
す
る
。
墨
跡
が
生
命
の
軌
跡
を
直
に
紙
面
に
定
着
す
る
の

に
対
し
（
五
一
三
）、
西
側
世
界
の
「
完
成
」fini/finish

の
理
念
は
、
そ
う
し
た
生
成becom

ing

の
痕
跡
を
消
去
す
る
「
お
化
粧
」
に

重
き
を
置
く
。
そ
こ
に
、
額
縁
で
縁
取
ら
れ
、
虚
構
の
完
結
性
を
強
い
ら
れ
た
「
作
品
」ergon

が
、
は
じ
め
て
そ
れ
自
体
で
「
自
律
」

autonom
y

を
獲
得
し
た
存
在
と
し
て
の
資
格
で
「
完
璧
」
に
成
立
す
る
―
歴
史
的
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、
時
の
摩
耗
を
超
え
て
。

　

―
―
こ
の
よ
う
に
著
者
の
見
解
を
要
約
す
る
と
、
あ
た
か
も
西
側
世
界The W

est

の
学
術
は
、（
東
洋
や
日
本
を
含
む
）
そ
れ
以
外

The R
est

の
地
域
の
「
生
」
な
原
料
を
加
工
し
て
、「
製
品
」
と
名
付
け
ら
れ
た
人
工
物
へ
と
調
理
す
る
「
彫
琢
」
で
あ
り
、
そ
れ
が

「
文
明
化
」
の
定
義
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
印
象
さ
え
招
く
。
そ
れ
ゆ
え
イ
ン
ゴ
ル
ド
は
「
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
参
与
観
察
の
文
脈
と

は
か
け
離
れ
た
」「
書
斎
へ
の
撤
退
」
だ
と
形
容
す
る
（
五
一
五
）。「
フ
ィ
ー
ル
ド
」field

と
は
記
述
者
が
現
場
の
観
察
か
ら
目
を
逸
し
、

「
回
顧
的
に
創
造
す
る
た
め
の
特
殊
用
語
」（
五
五
二
）
に
他
な
ら
な
い
―
―
こ
の
皮
肉
な
観
察
は
、「
肘
掛
椅
子arm

chair

で
の
思
索
」

（
五
四
三
）
へ
と
退
却
す
る
植
民
地
的
学
術
に
対
す
る
、
図
星
を
指
し
た
糾
弾
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
最
終
章
は
、
学
術
的
規
律
と
し
て
の
人
類
学
の
方
法
論
史
を
批
判
的
に
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
上
記
の
よ
う
な
「
エ
ス

ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」ethnography

が
本
来
の
線
条
のgraphism
を
忘
却
し
た
逸
脱
に
陥
っ
て
い
る
現
状
を
糾
弾
し
、
か
え
す
刀
で
本
来

の
あ
る
べ
き
「
人
類
学
」anthropology

へ
の
復
帰
を
訴
え
る
。
そ
れ
は
、
現
場
と
「
と
も
に
あ
る
こ
と
」togathering

（
五
一
〇
）
に

よ
り
「
不
可
分
の
連
続
体
」（
五
二
〇
）
に
随
伴
し
て
「
手
仕
事
」
と
し
て
の
「
線
描
」
を
「
絶
え
間
な
い
微
調
整
」
と
と
も
に
「
巡
行
」

し
「
遂
行
」
し
て
い
く
「
継
続
」
の
「
職
人
仕
事
」（
四
九
八
）
と
な
る
。
も
と
よ
り
定
義
か
ら
し
て
、「
生
活
世
界
」Lebensw

elt

（
五
一
一
）

に
、
動
態
と
は
無
縁
の
固
定
し
た
静
態
的
「
完
成
図
」
な
ど
、
あ
り
え
な
い
。
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だ
が
、
こ
の
あ
た
り
で
、
著
者
の
論
述
は
息
切
れ
し
、
ま
た
強
引
な
議
論
に
綻
び
目
も
目
立
ち
始
め
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
本
書
日
本
語

訳
に
寄
せ
ら
れ
た
野
中
哲
士
氏
の
優
れ
た
解
説
に
依
り
つ
つ
、
た
だ
し
そ
の
議
論
と
繰
り
返
し
に
な
る
こ
と
は
避
け
て
、
議
論
を
進
め
た

い
。
ま
ず
前
提
と
し
て
、
イ
ン
ゴ
ル
ド
は
現
象
学
で
い
う
な
ら
ば
「
と
も
に
あ
る
」
現
場
の
「
生
活
世
界
」
の
回
復
を
め
ざ
し
、
そ
れ
を

従
来
の
学
術
的
な
「
観
察
」
の
枠
組
み
や
「
記
述
」
と
は
峻
別
す
る
。
そ
こ
に
無
意
識
と
意
識
の
位
相
差
も
重
ね
合
わ
さ
れ
る
。
日
常
生

活
が
多
く
無
意
識
な
慣
習
行
動
な
ら
、
観
察
や
記
述
は
こ
と
さ
ら
意
識
的
な
注
目
を
前
提
と
す
る
か
ら
だ
。
だ
が
こ
こ
に
は
、
一
九
八
〇

年
代
に
流
行
し
た
現
象
学
の
「
生
活
世
界
」
論
に
よ
る
日
常
の
過
剰
な
美
化
が
顔
を
出
し
、
ま
た
同
時
代
の
構
造
主
義
で
流
行
し
た
意
識

と
無
意
識
と
の
二
分
法
の
残
滓
と
い
う
印
象
を
も
拭
い
難
い
。
さ
ら
に
も
っ
と
素
朴
な
比
喩
で
ゆ
け
ば
、
た
と
え
ば
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
的
な

混
沌
を
ア
ポ
ロ
ン
的
な
理
性
で
整
理
す
る
と
い
っ
た
、
ニ
ー
チ
ェ
に
淵
源
を
求
め
う
る
区
分
に
も
重
な
り
得
て
、
こ
れ
は
二
〇
世
紀
知
性

史
に
通
底
す
る
理
論
的
問
題
に
逆
戻
り
す
る
）
23
（

。
そ
の
う
え
で
以
下
、一
．
変
化
と
不
変
。　

二
．
一
次
元
的
線
条
性
と
二
次
元
図
像
。
三
．

条
理
空
間
と
平
滑
空
間
の
区
別
に
、
踏
み
込
み
た
い
。

　

そ
も
そ
も
変
化
と
不
変
と
を
二
項
対
立
と
し
て
把
握
す
る
限
り
、
上
記
の
ジ
レ
ン
マ
は
乗
り
越
え
が
た
い
。
流
転
し
て
や
ま
な
い
万
物

と
、
そ
れ
を
把
捉
す
る
固
定
し
た
法
則
や
定
式
を
志
向
す
る
「
理
論
」
と
の
あ
い
だ
で
、
葛
藤
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
こ
そ
「
理

論
」
的
に
あ
り
え
ま
い
。
イ
ン
ゴ
ル
ド
に
「
不
変
を
変
化
の
対
極
に
位
置
付
け
」
よ
う
と
す
る
二
項
対
立
志
向
の
傾
向
を
認
め
る
野
中
氏

は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツLeibniz

に
つ
い
て
ラ
ッ
セ
ルB

. R
ussel

が
述
べ
る
言
葉
を
引
用
す
る
。「
変
化
は
、
変
化
す
る
何
か
を
含
意
す
る
」

som
ething w

hich changes

。
つ
ま
り「
変
化
は
、そ
れ
が
変
質
す
る
な
か
で
、そ
の
同
一
性
が
保
た
れ
る
よ
う
な
基
体
を
含
意
す
る
」と
。



六
九

 「
人
類
学
的
思
考
」
と
、「
東
洋
／
日
本
哲
学
」
と
の
斬
り
結
び
の
可
能
性
に
む
け
て
　〔
稲
賀
〕

野
中
は
「
変
化
下
で
の
持
続
」 persistance under change

を
説
く
ギ
ブ
ソ
ンJ. G

ibson

を
再
評
価
す
る
（
五
六
四
）。
た
し
か
に
こ
れ

は
、そ
れ
と
し
て
極
め
て
健
全
な
見
識
だ
が
、affordance

の
追
認
に
留
ま
る
の
で
は
、事
態
の
打
開
は
あ
り
え
ま
い
。
思
う
に
ド
ゥ
ル
ー

ズ
の
『
差
異
と
反
復
』
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
も
目
配
せ
す
る
一
方
、
ス
ト
ア
派
の
議
論
に
遡
り
、
こ
の
ア
ポ
リ
ア
を
乗
り
越
え
よ
う
と

す
る
試
み
だ
っ
た
は
ず
だ
。
十
分
な
哲
学
的
論
証
に
は
、
集
合
論
や
無
限
小
に
関
す
る
数
学
基
礎
論
に
踏
み
込
む
必
要
が
生
じ
る
た
め
、

こ
こ
で
は
割
愛
す
る
ほ
か
な
い
が
、
煎
じ
詰
め
れ
ば
「
同
一
性
」
は
、「
差
異
」
の
な
か
に
「
喪
失
」
と
し
て
事
後
的
に
認
知
さ
れ
る
「
権

利
問
題
」
で
し
か
な
い
。
こ
こ
か
ら
は
神
学
的
な
議
論
も
加
わ
る
が
、
も
と
よ
り
単
体
の
「
一
者
」
は
自
ら
が
自
ら
と
同
一
で
あ
る
こ
と

を
認
証
す
る
能
力
や
根
拠
そ
の
も
の
を
欠
く
。「
反
復
」
が
そ
れ
と
し
て
認
知
で
き
る
の
は
、
そ
こ
に
「
差
異
」
が
認
め
ら
れ
る
限
り
に

お
い
て
の
こ
と
。
こ
こ
で
、イ
ン
ゴ
ル
ド
の
い
さ
さ
か
な
ら
ず
過
度
に
楽
観
的
な
「
と
も
に
あ
る
」
と
は
違
っ
て
、「
距
離
を
取
っ
た
観
測
」

と
い
う
条
件
が
再
帰
を
果
た
す
。
な
ぜ
な
ら
距
離
の
な
い
流
れ
の
な
か
で
は
、
我
と
い
う
「
自
覚
」
そ
の
も
の
も
覚
醒
は
で
き
な
い
の
だ

か
ら
）
24
（

。

　

こ
の
点
が
、
次
に
網
状
組
織
の
相
互
連
関
に
か
ん
す
る
問
い
に
結
び
つ
く
。
イ
ン
ゴ
ル
ド
は
ラ
イ
ン
思
考
と
メ
ッ
シ
ュ
構
造
と
に
、
権

力
関
係
に
は
巻
き
取
ら
れ
な
い
モ
デ
ル
を
牧
歌
的
に
期
待
す
る
が
、
こ
れ
は
出
口
顕
氏
も
指
摘
す
る
と
お
り
、
そ
れ
自
体
が
虚
構
だ
ろ

う
）
25
（

。
こ
こ
に
は
能
動
態
か
受
動
態
か
の
対
立
に
拘
束
さ
れ
た
思
考
の
限
界
が
露
呈
す
る
。
だ
が
西
欧
近
代
が
抹
殺
し
た
「
中
動
態
」
は
、

無
人
称
の
行
為
が
そ
れ
ゆ
え
に
ひ
と
し
れ
ず
権
威
へ
と
変
身
を
遂
げ
る
機
構
を
託
さ
れ
たvoice

す
な
わ
ち
「
態
」
に
し
て
「
発
声
」
に

よ
る
権
力
行
使
だ
っ
た
。
都
合
、
メ
ッ
シ
ュ
か
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
は
些
末
な
区
別
に
過
ぎ
ず
、
両
者
の
あ
い
だ
に
は
、
観
察
上
の
視
点
の

違
い
か
ら
結
果
す
る
「
差
異
と
反
復
」
し
か
な
い
。
そ
も
そ
も
フ
ラ
ン
ス
語
のréseau

に
は
、
意
志
的
構
築
か
自
生
的
な
錯
綜
か
の
区

別
は
な
い
。
結
果
的
に
成
立
し
た
網
状
組
織
は
、
あ
た
か
も
そ
こ
に
原
初
か
ら
な
ん
ら
か
の
意
志
が
貫
徹
さ
れ
た
目
的
合
理
性
が
備
わ
っ

て
い
た
か
の
よ
う
な
振
る
舞
い
を
見
せ
る
が
、
こ
う
し
た
「
後
付
け
の
合
理
化
」
に
、
事
後
の
遡
及
的
再
構
成
で
し
か
な
い
「
仮
説
的
推
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論
」abduction

と
、
現
場
で
の
皮
膚
感
覚
と
し
て
の
「
即
興
」im

provisation

と
の
、
時
差
を
伴
っ
た
「
縺
れ
」「
絡
み
」
あ
る
い
は
よ

り
正
確
に
は
、
時
間
軸
に
乗
る
体
験
と
遡
及
す
る
事
後
反
省
と
の
「
捩
れ
」、
両
者
の
螺
旋
が
紡
ぐ
運
動
の
動
態
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
、
映
像
人
類
学
や
視
覚
文
化
論
へ
の
対
抗
上
、
イ
ン
ゴ
ル
ド
は
線
条
性
の
無
限
開
放
運
動
に
ひ
た
す
ら
拘
る
が
、
二
次
元
上
の

操
作
を
一
次
元
的
線
条
へ
と
還
元
す
る
の
は
、
い
か
に
も
強
引
だ
ろ
う
。
た
し
か
に
カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影
を
、
静
止
画
像
で
あ
れ
動
画
で

あ
れ
、「
線
描
の
道
具
」（
五
二
一
）
と
み
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。
だ
が
そ
の
結
果
と
し
て
の
映
像
を
い
か
に
知
性
が
処
理
す
る
か
、

と
な
る
と
こ
れ
を
線
条
の
論
理
に
押
し
込
む
の
は
、
無
理
だ
ろ
う
。
だ
が
イ
ン
ゴ
ル
ド
の
考
察
は
こ
の
局
面
を
あ
え
て
捨
象
す
る
。
二
次

元
上
の
任
意
の
複
数
の
点
を
ど
の
よ
う
に
繋
ぐ
か
に
は
、
枠
組
み
を
撤
廃
す
れ
ば
無
限
の
可
能
性
が
開
け
る
が
、
こ
れ
は
線
の
自
在
な
延

長
へ
と
回
収
し
き
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
別
次
元
の
余
剰
を
抱
え
て
い
る
。
裏
返
し
て
み
れ
ば
、
肉
筆
の
線
条
の
延
長
の
う
ち
に
記
述
行

為
の
可
能
性
を
託
す
思
考
そ
の
も
の
が
、
音
声
言
語
の
モ
デ
ル
を
無
意
識
の
う
え
で
な
ぞ
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
映
像
を
極
端
に
卑
下
し

か
ね
な
か
っ
た
文
章
優
位
の
文
化
的
感
性
が
、
イ
ン
ゴ
ル
ド
の
自
己
否
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
尾
を
引
い
て
い
る
。

　

そ
れ
が
第
三
に
、
条
理
空
間
か
ら
脱
却
し
て
平
滑
空
間
へ
の
回
帰
を
目
指
す
論
点
に
も
重
な
る
。
む
し
ろ
こ
こ
で
は
、
先
に
触
れ
た
両

界
曼
荼
羅
の
相
補
性
に
注
目
し
た
ほ
う
が
有
効
で
は
な
い
か
。
金
剛
界
曼
荼
羅
は
、
い
わ
ば
理
論
的
結
晶
の
集
積
で
あ
り
、
そ
の
定
常
的

な
振
動
の
リ
ズ
ム
は
、
デ
ジ
タ
ル
回
路
を
機
能
さ
せ
る
た
め
の
必
要
条
件
で
も
あ
れ
ば
、
分
節
化
さ
れ
た
数
理
的
処
理
の
限
界
を
露
呈
す

る
兆
候
で
も
あ
る
。
―
―
ち
な
み
に
、
熟
練
の
職
人
仕
事
に
「
リ
ズ
ム
」
が
あ
り
、
そ
れ
が
媒
体
に
寄
り
添
う
微
調
整
を
司
る
こ
と
は
、

イ
ン
ゴ
ル
ド
も
説
得
的
に
描
き
出
す
と
こ
ろ
だ
（
第
四
章
お
よ
び
、
四
九
七
）。
こ
れ
に
対
し
て
胎
蔵
界
曼
荼
羅
は
、
分
節
化
さ
れ
た
数

値
処
理
に
は
馴
染
ま
な
い
流
動
体
だ
が
、「
万
物
流
転
」
の
生
態
を
反
映
す
る
。

　

こ
こ
で
「
万
物
流
転
」
と
「
永
劫
回
帰
」
と
は
異
質
と
す
る
議
論
に
一
言
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
両
者
の
異
質
性
を
強
調
す



七
一

 「
人
類
学
的
思
考
」
と
、「
東
洋
／
日
本
哲
学
」
と
の
斬
り
結
び
の
可
能
性
に
む
け
て
　〔
稲
賀
〕

る
議
論
そ
の
も
の
が
、
例
の
二
項
対
立
の
志
向
に
囚
わ
れ
た
習
癖
だ
ろ
う
。
先
述
の
通
り
、「
反
復
」
を
嫌
う
進
化
論
的
な
発
展
史
観
は
、

ひ
た
す
ら
「
差
異
」
に
注
目
す
る
傾
向
を
呈
す
る
。
だ
が
む
し
ろ
「
差
異
」
を
認
知
す
る
か
ら
こ
そ
「
反
復
」
が
反
復
と
し
て
理
解
さ
れ

る
。
一
方
的
に
「
流
れ
去
る
」
現
象
の
み
か
ら
な
る
単
体
の
世
界
は
、
自
ら
の
同
一
性
を
認
識
す
る
根
拠
そ
の
も
の
を
な
お
獲
得
し
て
い

な
い
の
だ
か
ら
。
華
厳
教
学
に
み
え
る
有
名
な
比
喩
だ
が
、
滝
と
し
て
の
形
象
の
同
一
性
は
、
そ
れ
を
構
成
す
る
水
流
が
不
断
に
流
転
す

る
か
ら
こ
そ
、
維
持
さ
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
金
剛
界
（
滝
）
と
胎
蔵
界
（
水
流
）
と
は
同
一
の
現
象
の
表
裏
で
あ
り
、「
同
一
」
か

つ
「
異
質
」、
言
い
換
え
れ
ば
「
不
二
」
の
現
象
と
し
て
意
識
に
性
起
す
る
。「
靑
山
常
運
歩
」
と
は
道
元
の
『
正
法
眼
蔵
』
に
も
ひ
か
れ

た
禅
語
だ
が
、
こ
こ
で
「
陸
」
の
固
定
性
と
「
海
」
の
揺
蕩
い
も
、
互
換
性
を
獲
得
す
る
（
三
一
五
， 

五
六
四
）。
す
く
な
く
と
も
意
識

に
映
ず
る
世
界
像
の
次
元
に
限
れ
ば
、「
刹
那
滅
」
の
瞬
時
的
反
復
の
絶
え
間
な
い
継
続
と
重
層
と
が
、意
識
上
の
世
界
の
恒
常
性
を
司
る
。

そ
れ
が
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
説
く
「
純
粋
持
続
」
の
実
態
で
あ
る
は
ず
だ
。「
残
像
」
はghost

す
な
わ
ち
幽
霊
と
呼
ば
れ
る
が
、こ
の
「
幽
霊
」

の
お
陰
で
、
人
は
一
瞬
前
の
世
界
が
次
の
瞬
間
に
も
持
続
す
る
と
い
う
迷
妄
を
提
供
さ
れ
、
そ
の
余
得
で
自
己
同
一
性
と
い
う
幻
想
を
確

保
し
、
惰
性
あ
る
い
は
慣
性
の
連
続
性
に
、
無
根
拠
な
信
頼
を
寄
せ
、
か
く
し
て
狂
気
か
ら
保
護
さ
れ
て
い
る
。

四

　

以
上
の
考
察
を
下
敷
き
と
し
て
、
最
後
に
、
イ
ン
ゴ
ル
ド
が
こ
れ
も
妥
協
不
可
能
な
「
対
立
」
と
し
て
描
く
ア
リ
と
ク
モ
の
世
界
観
の

対
比
を
「
楽
曲
」
と
し
て
撚
り
合
わ
せ
、
両
者
に
架
橋
を
試
み
た
い
。

　
「
蟻
と
蜘
蛛
の
出
会
い
」（
第
七
章
）
は
そ
も
そ
も
冗
談
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
。
ユ
ク
ス
キ
ュ
ル
を
も
じ
っ
て
ア
リant

に
と
っ
て
の
世

界
を
「
自
然
」nature

な
ら
ぬ
「
ア
リ
界
」anture

と
呼
ぶ
な
ら
（
二
二
二
）
そ
れ
を
顕
揚
す
る
の
がA

N
T

つ
ま
りA

ctor N
etw

ork 
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二

Theory

の
蟻
塚tow

er

だ
が̶

A
N

T

の
提
唱
者
ラ
ト
ゥ
ー
ルLa Tour

は
英
語
に
直
訳
す
れ
れ
ば
「
塔
」
を
意
味
す
る
―
―
、
そ
れ
に

対
し
て
、
著
者Ingold

が
金
科
玉
条gold

と
す
る
の
は
蜘
蛛
つ
ま
りspider

が
そ
こ
に
棲
む
、Skilled Practice involves D

evelop-
m

entally Em
bodied R

esponsiveness

の
世
界
だ
、
と
い
う
駄
洒
落
で
あ
る
（
二
三
〇
）。「
熟
練
し
た
実
践
は
発
達
を
通
し
て
身
に
つ

け
た
身
体
の
感
受
性
を
伴
う
」
と
い
う
命
題
だ
が
、
先
に
も
簡
略
に
触
れ
た
と
お
り
、
イ
ン
ゴ
ル
ド
の
ラ
ト
ゥ
ー
ル
へ
の
批
判
に
は
、
フ

ラ
ン
ス
語
原
文
のréseau

がnetw
ork

と
英
訳
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
「
ズ
レ
」
も
見
逃
せ
な
い
（
二
〇
九
）。
菌
糸
の
比
喩
を
好
む
イ
ン

ゴ
ル
ド
に
寄
り
添
う
な
ら
ば
、
む
し
ろ
南
方
熊
楠
に
肖
っ
て
、
粘
菌
を
想
起
す
べ
き
だ
ろ
う
。
変
形
体
は
ゾ
ル
と
ゲ
ル
の
原
形
質
流
動
を

手
段
に
網
状
組
織
を
展
開
し
て
移
動
す
る
が
、
生
育
環
境
に
よ
っ
て
多
細
胞
性
の
子
実
体
を
形
成
す
る
。
学
術
分
類
に
も
そ
ぐ
わ
な
い
粘

菌
は
、
分
類
学
的
整
理
を
嫌
悪
す
る
イ
ン
ゴ
ル
ド
に
も
相
応
し
か
ろ
う
）
26
（

。

　

蟻
と
蜘
蛛
に
話
を
戻
す
な
ら
ば
、
ア
リ
の
群
れ
が
形
作
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
事
物
を
組
み
合
わ
せ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
地
下
に
巨
大
な

流
通
網
を
設
け
、
時
に
そ
れ
は
地
上
に
蟻
塚
と
呼
ば
れ
る
「
塔
」
と
し
て
佇
立
す
る
。
そ
こ
に
は
機
材
や
資
源
を
集
約
さ
せ
る
化
学
工
場

が
出
現
す
る
）
27
（

。
他
方
、
ク
モ
が
自
分
の
腹
部
か
ら
分
泌
す
る
糸
に
よ
っ
て
構
成
す
る
網
状
組
織
は
、
ク
モ
に
と
っ
て
の
感
覚
器
が
外
部

に
延
長
さ
れ
た
知
覚
媒
体
、
振
動
検
知
装
置
の
外
延
部
で
あ
り
、
ま
た
捕
捉
さ
れ
た
獲
物
へ
と
接
近
す
る
場
合
の
経
路
と
も
な
る
。
こ
の

次
元
に
限
定
す
れ
ば
、
ア
リ
の
交
通
網
が
集
約
的
な
「
塔
」
や
「
地
下
茎
」
を
な
す
の
に
対
し
、
毎
日
の
よ
う
に
修
復
さ
れ
更
新
さ
れ
る

ク
モ
の
「
網
」
は
発
散
系
を
な
す
。
ク
モ
に
よ
っ
て
は
自
ら
の
糸
を
風
に
か
ざ
し
て
飛
翔
に
利
用
し
、
長
大
な
距
離
を
移
動
す
る
種
類
も

あ
る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
経
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
多
角
的
な
機
能
を
帯
び
て
い
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
あ
る

ま
い
。

　

だ
が
ク
モ
の
作
る
網
状
の
捕
食
装
置
は
、
こ
れ
と
は
異
な
る
次
元
の
役
割
も
果
た
す
。
捕
食
用
の
罠
の
中
心
に
花
模
様
を
装
っ
て
佇
む

ク
モ
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
目
印
に
獲
物
を
引
き
つ
け
る
囮
を
演
じ
る
。
粘
着
性
の
あ
る
罠
の
網
は
、
時
に
同
心
円
状
の
渦
を
巻
く



七
三

 「
人
類
学
的
思
考
」
と
、「
東
洋
／
日
本
哲
学
」
と
の
斬
り
結
び
の
可
能
性
に
む
け
て
　〔
稲
賀
〕

が
、
こ
れ
は
餌
食
に
は
罠
と
し
て
は
不
可
視
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
そ
の
網
は
一
種
の
「
篩
」
と
し
て
の
選
択
的
透
過
性
を
発
揮
す

る
。
す
な
わ
ち
網
の
目
に
比
べ
て
小
さ
す
ぎ
る
対
象
は
や
り
過
ご
し
、
網
の
目
の
密
度
と
強
度
に
合
致
し
た
獲
物
を
捕
捉
す
る
。
巨
大
過

ぎ
る
獲
物
は
網
を
破
壊
し
て
し
ま
う
た
め
、
ク
モ
は
そ
の
補
修
に
追
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
で
篩
の
升
目
の
寸
法
は
、
特
定
の
理
論

が
何
を
対
象
と
し
て
把
捉
し
、
何
を
微
小
す
ぎ
る
と
し
て
却
下
し
、
逆
に
何
を
想
定
外
の
大
物
と
し
て
忌
避
す
る
か
、
の
計
測
基
準
と
な

る
。
網
の
目
は
そ
れ
を
透
過
す
る
大
気
や
微
生
物
の
流
動
性
を
担
保
し
つ
つ
、
通
過
し
よ
う
と
す
る
要
素
の
う
ち
、「
有
意
」
な
対
象
の

み
を
検
出
す
る
。
さ
ら
に
生
態
学
的
な
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
ク
モ
は
生
態
系
の
清
掃
係
を
も
以
て
任
じ
て
い
る
）
28
（

。

　

こ
れ
を
物
質
循
環
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
ど
う
か
。
捕
食
者
と
し
て
ク
モ
は
、
網
を
張
っ
て
誂
え
も
の
の
獲
物
を
待
ち
受
け
る
研
究
者

の
比
喩
と
な
る
。
消
化
し
た
栄
養
物
が
糸
と
し
て
分
泌
さ
れ
、
そ
れ
が
幾
何
学
図
形
を
描
き
、
有
効
な
対
象
や
情
報
を
獲
得
す
る
た
め
の

理
論
の
網
目
、
準
拠
枠
を
な
す
。
こ
の
網
に
か
か
っ
た
獲
物
が
（
人
類
学
な
ら
人
類
学
分
野
と
い
う
）
学
術
の
研
究
対
象
と
な
る
が
、
か

か
る
学
術
の
目
的
は
果
た
し
て
次
の
「
網
」
と
い
う
理
論
武
装
を
彫
琢
す
る
に
あ
る
の
か
、
次
世
代
へ
と
そ
の
学
術
的
遺
産
を
継
承
す
る

に
あ
る
の
か
。
学
術
的
遺
産
と
は
、
ク
モ
の
網
に
か
か
る
獲
物
な
の
か
、
獲
物
を
栄
養
と
し
て
消
化
し
た
結
果
編
み
上
げ
ら
れ
る
「
網
」

の
姿
な
の
か
、そ
れ
と
も
そ
の
営
み
の
「
主
」
よ
ろ
し
く
構
え
る
ク
モ
自
身
の
生
態
、あ
る
い
は
そ
の
営
み
が
形
作
る
構
造
と
し
て
の
「
巣
」

の
新
陳
代
謝
な
の
か
）
29
（

。
―
―
こ
の
よ
う
な
問
い
に
、
ま
だ
イ
ン
ゴ
ル
ド
のspider’s w

eb

のm
esh

論
は
、
ま
っ
た
く
踏
み
込
ん
で
い

な
い
。

　
「
蜘
蛛
の
巣
」
に
陣
取
る
ク
モ
は
、
あ
た
か
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
、
結
節
点
を
な
す
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
は
群
れ
の
ボ
ス
や
家

族
の
リ
ー
ダ
ー
な
ど
に
も
、
あ
る
程
度
妥
当
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
周
辺
に
は
必
然
的
に
位
階
構
造
や
上
下
限
関
係
、
権
力
構
造
が
組
み
上

げ
ら
れ
る
。
観
察
者
や
記
録
者
が
そ
れ
と
無
縁
で
は
あ
り
え
ぬ
事
も
、
こ
の
四
〇
年
ほ
ど
の
脱
構
造
主
義
や
脱
植
民
地
主
義
理
論
が
執
拗

に
教
え
て
き
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
イ
ン
ゴ
ル
ド
は
ひ
た
す
ら
現
場
に
お
け
る
同
伴
性
に
重
き
を
置
く
が
、
そ
れ
で
問
題
が
解
決
さ
れ
る
わ
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け
で
は
な
い
こ
と
は
、
こ
こ
ま
で
ク
モ
の
生
態
を
な
ぞ
っ
て
み
た
だ
け
で
も
、
す
で
に
明
ら
か
だ
ろ
う
。

　

関
係
性
の
結
果
と
し
て
、
そ
の
過
程
で
生
成
さ
れ
る
結
節
点
。
そ
の
特
異
性
を
考
え
る
の
に
、
こ
こ
で
発
想
を
転
換
し
た
い
。
生
成
で

は
な
く
、
喪
失
に
よ
っ
て
な
に
が
発
生
す
る
か
？

そ
れ
を
問
う
て
み
よ
う
。
枢
要
な
地
位
に
あ
り
権
能
を
担
っ
て
い
た
人
物
が
逝
去
す

る
と
、
そ
こ
に
生
じ
た
欠
落
か
ら
、
そ
れ
ま
で
円
滑
に
機
能
し
て
い
た
人
脈
や
流
通
網
が
一
挙
に
崩
壊
す
る
。
見
事
に
組
み
合
わ
さ
れ
て

い
た
「
動
的
平
衡
」
の
多
重
活
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
ひ
と
つ
の
節
が
失
わ
れ
る
こ
と
で
、
み
る
ま
に
解
け
て
、
雲
散
霧
消
し
て
し
ま
う

―
―
生
前
に
は
そ
の
人
物
に
そ
こ
ま
で
の
凝
集
力
が
あ
る
な
ど
と
は
、
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
の
に
。

　

こ
こ
で
仏
教
の
駄
洒
落
を
弄
す
る
な
ら
、現
世
の
実
存
か
ら
開
放
さ
れ
て
人
は（
和
辻
哲
郎
の
定
義
す
る
）「
人
間
」で
あ
る
こ
と
を
や
め
、

人
界
か
ら
「
ほ
ど
け
る
」
こ
と
で
「
ほ
と
け
」
の
世
界
へ
と
移
行
し
、
無
人
称
の
存
在
へ
と
昇
華
あ
る
い
は
消
化
さ
れ
る
。
あ
た
か
も
ク

モ
の
巣
に
掛
か
っ
た
獲
物
が
ク
モ
に
消
化
さ
れ
て
消
滅
す
る
こ
と
で
、
ク
モ
の
糸
へ
と
変
貌
を
遂
げ
、
網
目
の
構
成
要
素
へ
と
還
元
さ
れ

る
の
に
も
似
て
。
こ
こ
で
「
く
も
の
糸
」
と
は
、
芥
川
龍
之
介
が
そ
の
短
編
で
描
い
て
み
せ
た
、
救
済
の
命
綱
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
鈴
木

大
拙
経
由
で
芥
川
の
原
典
と
な
っ
た
漢
訳
仏
典
や
、
そ
れ
を
さ
ら
に
遡
る
バ
ラ
モ
ン
の
教
え
に
は
、
世
界
の
運
行
を
司
る
ナ
ー
ガ
龍
が
自

ら
の
尾
を
口
に
咥
え
る
「
永
劫
回
帰
」
の
円
環
の
内
部
に
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
と
し
て
の
蜘
蛛
が
、
迷
妄
の
巣
を
張
り
巡
ら
す
、
と
い
う
図
像

も
知
ら
れ
る
。
思
え
ば
人
類
は
、
自
ら
が
開
発
し
たW

orld W
ide W

eb, internet

の
メ
ッ
シ
ュ
に
絡
み
取
ら
れ
て
、
も
は
や
「
ネ
ッ
ト

カ
ル
マ
」（
佐
々
木
閑
）
の
劫
罰
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
も
能
わ
な
い
。
自
ら
の
頭
脳
が
生
ん
だ
電
子
の
「
蜘
蛛
の
巣
」
に
幽
閉
さ
れ
た
人
類

と
は
、「
蜘
蛛
の
巣
」
の
女
主
な
の
か
、
そ
れ
と
も
捕
食
さ
れ
る
餌
食
な
の
か
？

　

捕
食
者
か
そ
の
餌
食
か
も
分
別
不
可
能
な
蜘
蛛
と
し
て
、
網
の
目
の
結
節
点
の
中
心
を
占
め
た
生
体
を
、
他
に
適
切
な
語
彙
が
な
い
た

め
、
と
り
あ
え
ずagent

と
名
付
け
て
お
く
こ
と
に
、
も
は
や
格
別
な
障
碍
は
な
か
ろ
う
。
だ
が
そ
こ
に
映
ず
る
世
界
の
姿
は
、
冒
頭
に

示
唆
し
た
と
お
り
、
ク
モ
の
網
が
適
度
の
湿
度
に
晒
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
結
ぼ
れ
る
無
数
の
朝
露
に
も
似
た
儚
い
水
滴
の
水
鏡
、
に
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 「
人
類
学
的
思
考
」
と
、「
東
洋
／
日
本
哲
学
」
と
の
斬
り
結
び
の
可
能
性
に
む
け
て
　〔
稲
賀
〕

他
な
る
ま
い
。
た
ま
た
ま
枢
要
な
結
節
点
を
占
め
た
露
は
、
そ
れ
な
り
の
役
割
を
メ
ッ
シ
ュ
構
造
全
体
に
及
ぼ
し
も
す
る
だ
ろ
う
。
重
す

ぎ
る
た
め
す
ぐ
に
落
下
す
る
大
き
な
水
滴
も
あ
れ
ば
、
軽
い
が
ゆ
え
に
長
く
と
ど
ま
り
、
日
光
を
受
け
て
輝
く
小
柄
な
水
滴
も
あ
ろ
う
。

ま
た
そ
れ
ら
の
連
鎖
が
お
も
わ
ぬ
効
能
を
育
む
折
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。「
随
伴
」
に
せ
よ
「
縁
起
」
に
せ
よ
、
そ
う
し

た
事
態
を
形
容
す
る
語
彙
で
あ
り
、agent

と
い
っ
て
も
網
状
構
造
の
場
の
主
導
権
を
握
っ
た
り
、
特
権
的
な
支
配
権
を
掌
握
し
た
り
す

る「
人
格
的
行
為
者
」を
意
味
す
る
と
は
限
る
ま
い
。
む
し
ろ
超
越
的
な
権
能
は「
ほ
と
け
」へ
と「
ほ
ど
け
る
」消
滅
の
相
に
お
い
て
、「
成

就
」
さ
れ
る
の
だ
か
ら
。
さ
ら
に
そ
こ
で
は
行
為
が
「
能
動
」「
受
動
」
の
相
を
脱
し
、
い
わ
ば
「
中
動
態
」
と
化
す
こ
と
に
も
、
注
意
を

払
っ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
淫
靡
な
権
力
構
造
が
無
人
称
の
装
い
を
纏
っ
て
発
生
す
る
機
構
に
つ
い
て
は
、
ま
た
場
所
を
あ
ら
た

め
て
検
討
し
た
い
）
30
（
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Review
 of Japanese C

ulture and Society, vol.X
X

V
I, Josai 

U
niversity, D

ecem
ber 2014, pp.65-79. Shigem

i Inaga (ed.) 
A

 Pirate ’s V
iew

 of W
orld H

istory
―A Reversed Perception 

of the O
rder of Things From

 a G
lobal Perspective, The 50th 

International R
esearch Sym

posium
 

第
五
十
回
国
際
研
究
集
会
，

International R
esearch C

enter for Japanese Studies 

国
際
日
本

文
化
研
究
セ
ン
タ
ー, 2017

。
お
よ
び
稲
賀
繁
美（
編
）『
海
賊
史
観
か

ら
み
た
世
界
史
の
再
構
築
：
交
易
と
情
報
流
通
の
現
在
を
問
い
直
す
』

思
文
閣
出
版 

二
〇
一
七
年
。

（
12
）  Shigem

i Inaga　

前
掲（
注
1
）“K

egon/H
uayan 

華
厳 

V
iew

 and C
ontem

porary East A
sian A

rt:　

冒
頭
注
参
照
。

（
13
）  

稲
賀
繁
美「
感
情
移
入
と
気
韻
生
動
と
の
あ
い
だ
―
―
発
散

と
収
束
：
重
訳
の
重
畳
と
訳
し
戻
し
の
逸
脱
と
の
あ
い
だ
」Around 

Einfühlung and Q
iyun Shendong

『
比
較
文
学
研
究
』
一
〇
七
号　

二
〇
二
二
年
一
月
二
十
日　

三
十
四
―
五
十
一
頁 ; pp.2-3.

（
14
）  

稲
賀
に
よ
る
フ
ル
ッ
サ
ー
批
判
は
、
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究

会
ア
ー
ト
分
科
会
編『
物
気
色 (M

O
N

O
K

EIR
O

)

』
美
学
出
版
：
日

英
語
併
記
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
一
日
に
収
録
の
論
考
：「
モ
ノ
の

気
色
：
物
質
性
よ
り
立
ち
昇
る
精
神
の
様
相
」“Spirits (K

eshiki) 
Em

anating from
 O

bjecthood (M
ono): O

r the D
estiny of the 

In-form
ed M

ateriality, ” pp.64-82

。

（
15
）  

評
者
に
よ
る「
工
藝
」
復
権
の
提
唱
は
、
前
掲『
接
触
造
形
論
』

第
3
部
第
5
章
お
よ
び『
伝
統
工
藝
再
考
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
七

年
。
国
際
学
会
で
の
英
語
基
調
講
演
と
し
て
は“Tow

ard a Social 
D

esign in the Era of G
lobalization: A

 N
ew

 Task of the D
esign 

H
istory, ”IC

D
H

S (The International C
onference on D

esign 
H

istory and D
esign Studies), D

epartm
ent of Industrial and 

C
om

m
ercial D

esign, N
ational Taiw

an U
niversity of Science 

and Technology, Taipei, Taiw
an, O

ctober 26-28,2016 

（
16
）  

稲
賀
繁
美「
マ
イ
ケ
ル
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー
の
こ
と
な
ど
」麗
澤
大
学

比
較
文
明
研
究
セ
ン
タ
ー
編『
伊
東
俊
太
郎
博
士
古
稀
記
念
文
集
』
行

人
社　

二
〇
〇
〇
年　

一
九
二
―
一
九
五
頁
。

（
17
）  
こ
の
場
で
は
意
を
尽
く
せ
な
い
が
、
以
下
の
拙
文
書
評
を
参
照

さ
れ
た
い
。「
収
斂
と
発
散
、
反
転
す
る「
両
界
曼
荼
羅
」：「
阿
頼
耶



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
十
九
号

七
八

識
」「
如
来
蔵
」
か
ら
発
芽
す
る
霊
性
―
―
安
藤
礼
二
著『
熊
楠
―
―
生

命
と
霊
性
』（
河
出
書
房
新
社
）を
読
む
」『
図
書
新
聞
』三
四
九
四
号（
連

載
二
一
六
）二
〇
二
一
年
五
月
一
日「「
二
而
不
二（
ニ
ニ
フ
ニ
）」と「
豪

猪（
ヤ
マ
ア
ラ
シ
）
の
ジ
レ
ン
マ
」
土
宜
法
龍（
ど
き
・
ほ
う
り
ゅ
う
）

と
い
う
産
婆
が
孵
化
さ
せ
た
熊
楠
曼
荼
羅
の
舞
台
裏
―
―
小
田
龍
哉
著

『
ニ
ニ
フ
ニ
―
―
南
方
熊
楠
と
土
宜
法
龍
の
複
数
論
理
思
考
』（
左
右
社
）

を
読
む
」『
図
書
新
聞
』三
五
〇
〇
号（
連
載
二
一
八
）二
〇
二
一
年
六
月

十
九
日
。　

（
18
）  

前
掲（
注
2
）Shigem

i Inaga, “Ikanobori et tako

…”

参
照
。

お
よ
び
公
開
講
演
：「
稽
古
論
」
第
六
十
九
回
日
文
研
学
術
講
演
会
、

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
二
年
一
月
七
日
。

（
19
）  

評
者
に
よ
る
同
様
の
問
題
意
識
へ
の
言
及
は
：Shigem

i 
Inaga, “C

ultural G
ap, M

ental C
revice, and C

reative 
Im

agination: V
ision, A

nalogy, and M
em

ory in C
ross-C

ultural 
C

hiasm
s, ” Journal of Aesthetics and P

henom
enology, 

London:R
outledge, 09

Jun 2020, Published online, 18pp.

お
よ

び「
超
越
視
覺
文
化
的
觸
覺
感
知
：
重
新
定
義
博
物
館
學
中
的
數
位
化

的
全
球
尺
度
模
型　

H
aptic Sensations B

eyond V
isual C

ulture: 
R

edefining “M
odernity”in M

useology so as to R
eadjust the 

D
igitized G

lobal Scale M
odel

」『
現
代
美
術　

M
odern　

A
rt

』北

雙
特
刊　

Taipei B
iennal 2016 

第183

号　

中
華
民
國
一
〇
五
年　

季
刊
・
十
二
月
出
版　

臺
北
市
立
美
術
館
発
行　

二
〇
一
六
年
十
二
月　

六
十
二
―
七
十
五
頁
。

（
20
）  Shigem

i Inaga,“Japanese Philosophers G
o W

est: The 
Effect of M

aritim
e Trips on Philosophy in Japan w

ith Special 
R

eference to the C
ase of W

atsuji Tetsur ō (1889-1960),” Ja-
pan Review

 N
o.25, 2013, pp.113-144.

（
21
）  

理
論
化
傾
向
に
伴
う
次
元
の
縮
減
と
座
標
軸
の
限
定
が
孕
む
危

険
に
つ
い
て
は
、
稲
賀
繁
美「
知
性
の
再
定
義
に
向
け
て
：
理
論
的
還

元
の
限
界
と
、
全
体
論
的
把
握
へ
の
誘
惑
の
は
ざ
ま
で
」『
視
覚
の
現

場
：
四
季
の
綻
び
』Vol.2　

醍
醐
書
房　

二
〇
〇
九
年
八
月
二
十
一
日　

三
十
五
―
三
十
七
頁
。

（
22
）  Tsudzum

i Tsunejoshi,  »R
ahm

enlosigkeit des 
japanischen K

unststils«, Zeitschrift für Ästhetik und Allge-
m

eine K
unstwissenschaft, 22/1, 1928, SS.46-60. 

金
田
晉「
額
縁

の
構
造
」『
美
学
』
一
一
二
号
，
一
九
七; 

小
田
部
胤
久「
鼓
常
良
と
無

框
性
の
美
学
」『
美
学
芸
術
学
研
究
』二
十
五
、
東
京
大
学
、
美
学
芸
術

学
教
室
、
二
〇
〇
八
、一
八
五
―
一
八
六
頁
、
お
よ
び
稲
賀
繁
美「
藝

術
と
い
う
名
の「
枠
組
み
」を
問
い
直
す
：
鼓
常
良R

ahm
enlosigkeit 

再
考
」『
あ
い
だ
』第
一
六
五
号　

二
〇
〇
九
年
十
月
二
十
日　

三
十
四



七
九

 「
人
類
学
的
思
考
」
と
、「
東
洋
／
日
本
哲
学
」
と
の
斬
り
結
び
の
可
能
性
に
む
け
て
　〔
稲
賀
〕

―
四
十
頁
。

（
23
）  
そ
の
簡
略
な
見
取
り
図
と
し
て
は
、
稲
賀
繁
美﹇
書
評
﹈「
イ

メ
ー
ジ
は
い
か
に
し
て
生
ま
れ
、
伝
播
し
、
体
験
さ
れ
る
の
か
：
20

世
紀
の
知
的
精
神
史
の
生
態
を
骨
太
な
輪
郭
で
縦
横
に
描
く: 

ジ
ョ
ル

ジ
ュ
・
デ
ィ
デ
ィ=
ユ
ー
ベ
ル
マ
ン
著『
残
存
す
る
イ
メ
ー
ジ
：
ア
ビ
・

ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
グ
に
よ
る
美
術
史
と
幽
霊
た
ち
の
時
間
』」『
図
書
新
聞
』

二
七
八
九
号　

二
〇
〇
六
年
九
月
九
日
。

（
24
）  「
同
一
性
」に
付
い
て
の
素
朴
な
思
い
込
み
の
問
い
直
し
に
つ
い

て
は
、
稲
賀「「
あ
い
だ
」の
哲
学
に
向
け
て
：
人
文
知
の
再
定
義
と
復

権
の
た
め
に　

藝
術
行
為
再
考
に
向
け
た
、暫
定
的
な
覚
え
書
き（
上
）」

『
あ
い
だ
』
第
二
五
五
号
二
〇
二
〇
年
九
月
二
十
日
十
二
―
二
十
一
頁
、

以
下（
中
）
第
二
五
六
号
、
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
十
日
、
二
十
八
―

三
十
五
頁
、（
下
）
第
二
五
七
号
、
二
〇
二
一
年
三
月
二
十
日
二
十
八

―
三
十
三
頁
参
照
。

（
25
）  

出
口
顕「
イ
メ
ー
ジ
と
規
律
＝
訓
練
」、
木
俣
元
一
・
佐
々
木
重

洋
・
水
野
千
依（
編
）『
聖
性
の
物
質
性
：
人
類
学
と
美
術
史
の
交
わ
る

と
こ
ろ
』
三
元
社
、
二
〇
二
二
年
、
一
八
二
―
一
八
三
頁
。
同
、
佐
々

木
重
洋「
基
調
論
文
」四
十
三
―
四
十
四
、五
十
三
―
五
十
四
頁
。

（
26
）  「
粘
菌
」
モ
デ
ル
の
考
察
は
、
稲
賀
前
掲「「
あ
い
だ
」
の
哲
学

に
向
け
て
：
人
文
知
の
再
定
義
と
復
権
の
た
め
に　

藝
術
行
為
再

考
に
向
け
た
、
暫
定
的
な
覚
え
書
き（
上
）」『
あ
い
だ
』
第
二
五
五
号　

二
〇
二
〇
年
九
月
二
十
日　

十
二
―
二
十
一
頁
。

（
27
）  W

alter R
. Tschinkel, Ant Architecture: The W

on-
der, Beauty and Sciences of U

nderground N
ets, Princeton 

U
niversity Press, 2021

ウ
ォ
ル
タ
ー
・R

・
チ
ン
ケ
ル『
ア
リ
た
ち

の
美
し
い
建
築
』西
尾
義
人
訳
、
青
土
社
、
二
〇
二
二
年
。

（
28
）  

一
般
向
き
に
好
評
を
博
し
た
著
書
と
し
て
、
中
田
兼
介『
ク
モ

の
イ
ト
』ミ
シ
マ
社
、
二
〇
一
九
年
、
第
八
章
参
照
。

（
29
）  

稲
賀「
蜘
蛛
の
巣
と
し
て
の
電
子
テ
ク
ス
ト
―
そ
の
来
歴
と
現

在
」Edoardo G

erlini

河
野
貴
美
子
編『
古
典
は
遺
産
か
？　

日
本

文
学
に
お
け
る
テ
ク
ス
ト
遺
産
の
利
用
と
再
創
造
』
ア
ジ
ア
遊
学261　

勉
誠
出
版　

二
〇
二
一
年
十
月　

二
〇
八
―
二
一
九
頁
。

（
30
）  

イ
ン
ゴ
ル
ド
の
議
論
と
の
関
係
で
、
國
分
功
一
郎『
中
動
態

の
世
界
―
―
意
志
と
責
任
の
考
古
学
』（
医
学
書
院
、
二
〇
一
七
年
）

と
小
坂
井
敏
晶『
増
補　

責
任
と
い
う
虚
構
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、

二
〇
二
〇
年
）
と
の
論
争
に
架
橋
す
る
試
み
と
し
て
、
稲
賀「「
意
志

的
主
体
に
よ
る
責
任
」と
い
う〈
虚
構
の
必
要
悪
〉:

「
中
動
態
」か
ら
社

会
正
義
の
根
幹
を
問
い
直
す（
上
）」『
図
書
新
聞
』三
三
〇
八
号（
連
載

一
七
六
）二
〇
一
七
年
六
月
二
十
四
日
以
下（
中
）三
三
〇
九
号（
連
載

一
七
七
）二
〇
一
七
年
七
月
一
日（
下
）、
三
三
一
四
号（
連
載
一
七
八
）



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
十
九
号

八
〇

二
〇
一
七
年
八
月
五
日
を
参
照
。
ま
た
中
動
態
的
機
制
が
無
名
性
に

よ
る
権
威
を
獲
得
す
る
過
程
に
つ
い
て
は
、「
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
は
な
ぜ

タ
ケ
ミ
ナ
カ
タ
に
自
ら
の
手
を
握
ら
せ
た
の
か
？
：『
古
事
記
』「
国
譲

り
」
の
発
話
構
造
に
お
け
る
神
威
発
現
の
機
制
と
策
略
」『
図
書
新
聞
』

三
三
五
四
号（
連
載
一
八
五
）二
〇
一
八
年
六
月
九
日
お
よ
び
、「「
の
っ

ぺ
ら
ぼ
う
」
へ
の
誘
惑
：
集
合
霊
の
憑
依
と
無
名
性
へ
の
夢
」『
図
書
』

十
二
月
号（
岩
波
書
店　

二
〇
一
九
年
十
二
月
一
日
）
十
八
―
二
十
三

頁
。


